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第 7 章は，第 5 ， 6 章の研究によって導かれた新構想の酸素カーテン火口の有用性について論
じたものであって，酸素カーテン火口を用いる場合には，良質の切断面の得られる切断速度の限
界値が通常の火口に比べて38--74ノマ一セント増加することが明らかになった。
第 8 章は，本研究の結果を総括したもので，まず本研究に関する主要な問題点を要約して述べ，
ついで，明らかにした研究結果を項目ごとにまとめて列挙している。
論文の審査結果の要旨
本論文は，基礎的な研究の展開が望まれているガス切断現象について，予熱炎ならびにこれと
密接な相互作用を有する切断酸素噴流に注目して研究を行なったものであり，ガス切断の遂行に
必須ないくつかの要因を明らかにしている。
さらに，得られた新知見を総合整理して，新しい高性能の切断火口を開発し，基礎的研究成果
の重要性を立証している。
まず，基本現象解明の出発点となる予熱炎について研究を進めている。すなわち常識的に今日
まで信じられてきた，いわゆる予熱効果の重要性を否定する見解を明確にするとともに，予熱炎
の重要な作用の 1 っとして被切断材表面の活性化作用があるという新事実を明らかにしている。
つぎに，切断酸素噴流について論議を進め，ガス切断噴流に初めて気体力学的な解析を導入す
る試みを示し，この分野の研究の展開に貴重な基盤を与えている。さらに，予熱炎の切断酸素噴
流におよぼす影響について論考を進め，予熱炎が切断酸素噴流のモーメンタム保持および純度の
低下防止に主要な役割を果しているという，いま 1 つの重要な作用のあることを明らかにしてい
る。とくに，比較的薄い被切断材に対しては，酸素純度の保持が重要である事実を示している。
さらに，上記の研究成果に立脚して，切断酸素噴流と切断面にみられる現象との関係を調べ，
ドラグラインの形成現象およびスラグの除去現象などについて興味あるいくつかの新知見を得て
いる。
最後に，研究成果を集約して，新しい着想のもとに作製した中薄板用の「酸素カーテン火口」
の工学的，実用的価値について追究し，従来の火口に比べて大幅に切断能率を上げ得ることを示
している。
これらの結果は，基礎的にも実用的にもガス切断の進歩に貢献する所大なる貴重な成果である。
したがって，本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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